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2027 年度 保育利用のご案内
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対象施設は神戸市 HP「教育・保育施設一覧」をご確認ください。

手続方法の詳細は P.5 および P.5 最下部に掲載している「電子申請マニュアル」をご確認ください。

という。

教育・保育施設一覧

市外在住の方向け案内

神戸市 HP
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110
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（No.1・No.2）
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＊神戸市 HP からダウンロードできます。

110万円以下
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【月20日以上かつ週40時間以上】または【週５日以上かつ日８時間以上】働いている

【月20日以上かつ週30時間以上】または【週５日以上かつ日６時間以上】働いている

【月16日以上かつ週24時間以上】または【週４日以上かつ日６時間以上】働いている

【月16日以上かつ週16時間以上】または【週４日以上かつ日４時間以上】働いている

上記には該当しないが、  【月64時間以上】働いている

母が出産または出産予定日の前後８週間の期間にあって、 出産の準備または休養を要する

育児休業中であるが、地域型保育事業の卒園に伴い、利用申込みを行う

入院または入院に相当する治療や安静を要する自宅療養で常に寝たきりである

通院加療を行い、常に安静を要するなど、保育が常時困難である

疾病などにより、保育に支障がある
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身体障害者手帳１～２級・精神障害者保健福祉手帳１～２級・療育手帳Aのうち、 い
ずれかの交付を受けていて、 保育が常時困難である
身体障害者手帳３～４級または療育手帳B１の交付を受けていて、 保育が著しく困難
である
身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳３級・療育手帳のうち、 いずれかの交付を
受けていて、 保育が困難である
寝たきりの方、 重度の障がいのある方の介護・看護や入院・通院・通所の付き添いのた
め、【月20日以上かつ週40時間以上】 保育が常時困難である
病気や障がい等で介護・看護が必要な方の介護・看護や入院・通院・通所の付き添いの
ため、【月16日以上かつ週24時間以上】保育が困難である
病気や障がい等で介護・看護が必要な方の介護・看護や入院・通院・通所の付き添いの
ため、上記には該当しないが、【月64時間以上】保育が困難である

震災、風水害、火災その他の災害により自宅や近隣の復旧に当たっている

 【月20日以上かつ週40時間以上】 または 【週５日以上かつ日８時間以上】 の仕事に
内定している
【月20日以上かつ週30時間以上】 または 【週５日以上かつ日６時間以上】 の仕事に
内定している
 【月16日以上かつ週16時間以上】 または 【週４日以上かつ日４時間以上】 の仕事に
内定している

上記には該当しないが、【月64時間以上】 の仕事に内定している

上記には該当しないが、求職中である

職業訓練校、専門学校、 大学等に 【月120時間以上】 就学している

職業訓練校、専門学校、 大学等に 【月64時間以上】 就学している

虐待・DVにより、 特に保育が必要と認める状態にある

以上の保育が必要な事由に類するものとして市長が認める状態にある
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または

やむを得ず

基本点数表「⑤親族の介護・
看護」を除く

基本点数表「⑤親族の介護・
看護」のみ
基本点数表「②妊娠・出産」
のみ

基本点数表「⑦求職活動」
のみ

転所の場合を除く

転所の場合を除く

「ひとり親世帯」の場合を除く
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順位表

上記順位表

❶ 「保育所等」とは、認可保育所・認定こども園・地域型保育（小規模保育事業所など）を指します。た
だし、「保育の代替手段」の「転所」のうち、「保育所等を利用中である」の「保育所等」については、
認定こども園の1号認定を除きます。

❷ 「保育の代替手段」の「保育認定にかかる地域型保育事業の卒園児である」について、卒園年齢の児童
が地域型保育事業へ転園する場合は加点対象外です。

❸ 「認可外保育施設等」には、一時保育やKOBEはじめルーム、2歳児定期預かり事業を含みます。
❹ 「有償で利用している」とは、保育料・利用料に保護者負担が発生している場合を指します。保育料は

無償化により負担は０円で、給食費やおむつ代などの実費のみ負担している場合は、加点されません。
❺ きょうだいが利用している施設のみを希望した場合に加点されます。第２希望以下で別の施設も希望す

る場合は、加点されません。
❻ 現在１号認定を受けて利用している施設のみを希望した場合に加点されます。第２希望以下で別の施設

も希望する場合には、加点されません。
❼ 利用申込時点で単身赴任予定の場合には、加点されません。
❽ 企業主導型保育施設に復職する場合は、その施設が一般利用枠のあるところでなければ加点対象にはな

りません。
❾ きょうだいの一方が同一園の１号から２号への申込（❻）の場合は、きょうだいどちらにも加点されま

せん。 
❿ 転居・転勤によるやむを得ない転所の申込である場合、賃貸契約書、売買契約書、登記簿謄本のいずれ

かを提出してください。前述の証明書が提出できない場合は、転所「保育所等を利用中である」の減点
が適用されます。

⓫ 里親であることを証明する書類（里親委託通知書など）の提出が必要です。
⓬ 当該児童・世帯の状況に応じて判断します。
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保留となった場合には原則、申込んだ年度中は待機の扱
いとなります。その後、入園が内定となった場合に利用
調整結果通知書をお送りします。
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